
平成30年2月28日発刊(21710) 

 

 

 

 

 

〔海の状況（1／16～2／15）〕 

・神子地先の表面水温… 期間の始めは平年並み(平年差±0.5℃)から平年よりやや低め(平年差-1.0～

-0.5℃)で推移したが、期間の終わりは平年よりかなり低め(平年差-1.5～-1.0℃)

から平年よりはなはだ低め(平年差-2.0～-1.5℃)で推移した。（図1） 

・米ノ地先の表面水温… 期間の始めから中ごろまでは平年よりかなり低め(平年差-1.5～-1.0℃)からやや低 

め(平年差-1.0～-0.5℃)で推移したが、期間の終わりは平年よりはなはだ低め 

(平年差-2.0～-1.5℃)で推移した。(図2） 

 

〔若狭湾および周辺海域の海況：1月〕 

1月の若狭湾およびその周辺海域の水温分布は、表層(1ｍ)および水深50mでは、若狭湾の一部および富山

湾で12～14℃と前年より低くなっていた。水深100mでは、山陰・若狭沖の冷水域の規模および接岸距離は

昨年並みであった。（図3） 

 
図3. 若狭湾およびその周辺海域の水温分布図（日本海区水産研究所の海況予測システムによる再現データ） 
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県内の水産試験研究機関の研究成果を漁業者や県民の皆様に紹介し、試験研究機関への関心と理解を深めて

いただくことを目的とし、研究発表を行います。興味のある方はぜひご参加ください。 

●水産の研究成果を報告する会    

 日時：平成30年3月14日(水) 13:30～16:30  

会場：福井県福井市下馬町51-11 福井県立図書館 多目的ホール 

問い合わせ：福井県水産試験場 (TEL 0770-26-1331)            (企画支援室 嶋田 雅弘) 

〔県内の漁模様：1月〕 

 2018年1月の県内の総漁獲量は330tで、昨年同月と比べて168t下回った。  

〔定置網〕 

漁獲量は86tで、昨年同月と比べて165t下回った。ブリ類は上回り、マグロ類、サワラ、スズキ等は下回った。 

〔底びき網〕 

漁獲量は214tで、昨年同月と比べて7t上回った。マダイ、キダイ、ズワイガニ〔オス〕等は上回り、アカガレイ、

ハタハタ、アカエビ等は下回った。 

〔釣り・その他〕 

漁獲量は30tで、昨年同月と比べて10t下回った。サワラは下回った。 

表．主要魚種の漁法別漁獲量(1月)

定置網 （㎏） 底びき網の続き

魚種名 2018年 2017年 平年 前年差 平年差 魚種名 2018年 2017年 平年 前年差 平年差

マイワシ 3 18 7 -15 -4 アカガレイ 96,899 121,205 157,441 -24,306 -60,542

カタクチイワシ 227 793 871 -567 -645 その他カレイ 14,216 16,095 18,798 -1,879 -4,582

アジ類 11,967 14,688 29,174 -2,721 -17,208 フグ類 833 117 201 716 632

サバ類 9 144 4,334 -135 -4,325 アナゴ 785 234 1,092 551 -307

マグロ類 76 8,050 7,370 -7,974 -7,294 ハタハタ 695 2,405 11,496 -1,709 -10,801

カツオ類 43 233 3,485 -189 -3,441 メバル類 404 363 329 41 75

ブリ類 15,564 12,491 56,159 3,073 -40,595 キス類 1,187 8 1,180 1,179 7

(ブリ) 8,545 5,055 14,760 3,491 -6,215 タコ類 3,145 3,913 6,391 -768 -3,246

(ワラサ) 129 959 733 -830 -604 ズワイガニ〔オス〕 35,520 25,650 34,727 9,870 793

(ハマチ) 819 403 8,208 416 -7,389 ズワイガニ〔メス〕 588 0 3,367 588 -2,779

(ツバス) 5,965 6,074 32,456 -109 -26,491 アカエビ 6,061 9,115 8,199 -3,054 -2,139

(アオコ) 106 0 1 106 105 その他エビ 4,108 3,018 5,330 1,090 -1,222

サワラ 31,296 149,912 76,683 -118,616 -45,387 その他 36,731 21,635 57,269 15,096 -20,538

マダイ 1,208 3,383 2,102 -2,174 -893 合　計 213,964 206,857 310,279 7,106 -96,316

その他タイ 702 261 81 441 621

クロダイ 273 90 76 182 196 釣り、延縄、さし網、その他の漁法

スズキ 11,287 28,195 18,147 -16,908 -6,860 魚種名 2018年 2017年 平年 前年差 平年差

ヒラメ 1,168 3,006 1,525 -1,838 -357 アジ類 305 164 175 141 130

フグ類 736 569 874 167 -138 サワラ 242 5,913 1,559 -5,671 -1,317

ヤリイカ 1,290 6,938 5,228 -5,648 -3,938 キダイ 2,268 1,819 2,681 449 -413

その他イカ 367 1,354 412 -987 -45 その他タイ 154 75 461 79 -306

タコ類 251 229 386 22 -135 アマダイ 2,766 2,369 3,851 398 -1,085

その他 9,048 19,957 18,262 -10,909 -9,215 スズキ 358 660 1,054 -302 -696

合　計 85,513 250,310 225,177 -164,798 -139,664 ヒラメ 967 1,573 2,073 -605 -1,106

その他カレイ 1,284 696 1,943 588 -659

底びき網 メバル類 1,021 1,167 1,959 -146 -938

魚種名 2018年 2017年 平年 前年差 平年差 タコ類 2,119 1,913 4,454 206 -2,335

マダイ 2,715 476 644 2,239 2,071 その他 18,597 24,035 80,312 -5,438 -61,715

キダイ 5,381 1,308 1,767 4,073 3,614 合　計 30,082 40,385 100,524 -10,303 -70,441

その他タイ 2,893 267 94 2,626 2,800

スズキ 354 200 210 155 144 全漁法

ヒラメ 1,449 850 1,745 598 -296 魚種名 2018年 2017年 平年 前年差 平年差

合　計 329,558 497,552 635,980 -167,994 -306,422

※1　平年の値は2008-2017年の10年平均です。　※2　（　）は銘柄、その他カレイはアカガレイ以外のカレイ類、その他エビはアカエビ以外のエビ類です。

※3　ズワイガニはオス・メス・水ガニに分けて集計しています。ズワイガニ漁獲量は集計方法の違いにより福井県底曳網漁業協会と異なる場合があります。

　　　ズワイガニ〔メス〕には、集計上1月に計上されているものがあります。　※4　数値は小数点以下を四捨五入しています。  

〔近隣府県の漁模様〕 

（漁獲状況…石川県：1月の定置網1日あたりの漁獲量。京都府：1月にJF京都漁連舞鶴地方卸売市場へ水揚げされた定置網1日あたり

の漁獲量。兵庫県：1月の余部定置網1日あたりの漁獲量。鳥取県：1月中旬～2月上旬のまき網1統あたりの漁獲量。） 

 石川県…定置網…カワハギ(ウマヅラ)8.8t、スルメイカ4.8t、ブリ3.3t、マアジ2.3t、サバ類2.2t、サワラ類0.2t 

 京都府…定置網…カタクチイワシ8.6t、ツバス2.2t、サワラ類1.1t、ブリ0.5t、マアジ0.2t 

 兵庫県…定置網…マアジ228kg、スズキ114kg、マイワシ36kg、サワラ類22kg、ヤリイカ11kg 

鳥取県…まき網…マサバ64.9t、ブリ類10.0t、マアジ9.4t、マイワシ7.6t、ウルメイワシ0.4t 

「水産の研究成果を報告する会」を開催します 

 

(漁場環境グループ 山下 慎也) 


